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概要
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はじめに
この文書で述べるユーザー データには、ユーザーのコンピュータ上にある文書、画像、スプレッドシート、プレゼンテーション データ、そして電子メール メッセージが含まれます。ユーザー設定には、アプリケーション設定、ユーザー設定、ウィンドウ サイズ、ツールバー設定などが含まれます。
管理者は、Microsoft® IntelliMirror® 管理技術によって、コンピュータ システムの総所有コスト (TCO) を削減しながらユーザー データと設定を容易に管理することができます。
サーバーとクライアントの両方で IntelliMirror を使用することによって、管理者は、ユーザー データと設定を保護および管理することができます。回復不可能なデータは、ローカルなワークステーションから、バックアップと中央制御が容易なサーバーへコピーすることができます。個人化されたデータ、アプリケーション、および設定はネットワークを通じて、ユーザーと共に別のコンピュータへ移動されます。管理者は故障したコンピュータを容易に置き換え、新しいコンピュータにユーザー データと設定のすべてを復元することができます。
完全に導入された IntelliMirror は、Active Directory™ サービスとグループ ポリシーを使用して、ユーザーのデスクトップをポリシー ベースで管理します。Windows® XP Professional デスクトップは、ユーザーの職務、グループ メンバシップ、および勤務地の特定の要件を満たすよう、自動構成することができます。IntelliMirror には、グループ ポリシーと Active Directory を必要としない機能も備えられています。それらの機能のいくつかはローカル レベルで、あるいはローカル ポリシーを通じて設定することができます。組織のニーズに従って、IntelliMirror の利用形態を調整することができます。
この記事では、ユーザー データと設定管理を提供する IntelliMirror のキー コンポーネントから、ユーザー プロファイルとフォルダ リダイレクトの 2 つを解説します。また、これらの機能のアーキテクチャ概要と、コンピュータのライフサイクルを通じて IntelliMirror がどのように使用されるかを示す、サンプル シナリオも提供します。
ユーザー プロファイルの概要
ユーザー プロファイルは特定ユーザーの、ユーザー環境と設定を含むデスクトップ コンピュータ構成を定義します。
このプロファイルは、ユーザーが Windows XP、Windows 2000 または Windows NT® Workstation ベースのコンピュータに最初にログ オンするときに作成されます。ユーザー プロファイルは、ユーザーがログ オンする際にシステムによってロードされる、ユーザー環境を定義する設定とファイルの一群です。ユーザー プロファイルには、プログラム ファイル、画面配色、ネットワーク接続、プリンタ接続、マウス設定、ウィンドウ サイズおよび配置など、ユーザー固有のすべての構成設定が含まれます。プロファイルはユーザー ポリシーとは異なり、グループ ポリシーを使用しない場合でもユーザーにはプロファイルが与えられます。
ユーザーのデータはローカルのハード ディスクに保管することも、IntelliMirror を利用してユーザーがログ オンする任意の場所で利用できるように設定することも可能です。ユーザー データには、実行ファイルへのショートカット、個人ファイル、およびカスタム辞書のようなユーザー設定を含めることができます。
管理者のネットワーク管理方法に従って、管理者またはユーザー自身がデスクトップ設定を定義できます。
Windows XP では以下のユーザー プロファイルを利用できます。
· ローカル ユーザー プロファイル: ユーザーがコンピュータに初めてログ オンする際に作成されるローカル ユーザー プロファイルは、コンピュータのローカル ハード ディスクに保管されます。ローカル ユーザー プロファイルに加えられた変更はすべて、変更が行われたコンピュータ上でのみ有効となります。
· 移動ユーザー プロファイル: 管理者が作成し、サーバーに保管します。ユーザーはネットワーク上にあるどのコンピュータにログ オンしても、このプロファイルを使用することができます。移動ユーザー プロファイルに加えられた変更はすべて、サーバー上で更新されます。
· 固定ユーザー プロファイル: 管理者が複数ユーザーのために特定の設定を指定できる、プロファイル タイプです。固定ユーザー プロファイルはシステム管理者だけが変更できます。ユーザーがデスクトップ設定に加えた変更は、そのユーザーがログ オフする際に消去されます。固定ユーザー プロファイル機能は、Windows NT 4.0 ベースのドメインとの互換性を維持する用途でのみ含まれています。 

注意: 管理されたデスクトップ構成をユーザーあるいはコンピュータのグループへ提供する必要がある場合は、固定ユーザー プロファイルの代わりにグループ ポリシーを使用します。
ユーザー プロファイルの利点
ユーザー プロファイルの主な目的は、個々のユーザーの設定とデータを、ほかのユーザーやローカル コンピュータの設定およびデータから切り離すことにあります。各ユーザーの状態を分離することにより、次のようないくつもの利点が生まれます。
· 特定のコンピュータに依存しない状態を保持: 組織は、すべての重要なユーザー設定とデータを、ローカル コンピュータから離れた場所に保管するようコンピュータを設定することができます。この機能によって、コンピュータの入れ換えやバックアップが非常に簡単になります。コンピュータの入れ換えが必要になった場合には、単純にコンピュータを交換するだけで済みます。ユーザーの状態情報はすべてネットワーク上に独立して安全に保持され、特定のコンピュータに依存しません。新しく導入されたコンピュータにユーザーがログ オンすると、ユーザーの状態情報のローカル コピーがその新しいコンピュータへコピーされます。
· 移動プロファイル: あるコンピュータから別のコンピュータへユーザーのシステムおよびカスタム デスクトップを移動させることができ、ユーザーによる再設定が不要になります。移動プロファイルをサポートするネットワーク上であれば、どのコンピュータにログ オンしても、ユーザーの個人デスクトップが前回ログ オフした状態で表示されます。この移動ユーザー サポートによって、ユーザーはコンピュータを共有しながら、それぞれの個人用デスクトップを持つことができます (この機能は移動プロファイルと固定プロファイルの両方によってサポートされています)。
ユーザー プロファイルの構造
ユーザー プロファイルはレジストリ ハイブと、ファイル システムに保存される 1 つのフォルダ群から構成されています。レジストリとは、コンピュータおよびユーザー固有の設定を保管するために使用されるデータベースです。レジストリの 1 部分をファイルとして保存することができ、これをレジストリ ハイブといいます。これらのハイブは、後から必要に応じて再ロードして使用できます。ユーザー プロファイルは、このハイブの機能を利用して移動プロファイル機能を供給しています。ユーザー プロファイルのレジストリ ハイブは、ファイル形式としては NTuser.dat となり、ユーザーがログ オンするとレジストリの HKEY_CURRENT_USER 部分にマップされます。NTuser.dat ハイブは、ユーザーがログ オンしている間そのユーザーの環境設定を保持します。保存される設定には、ネットワーク接続、ユーザー固有のコントロール パネル設定 (デスクトップ配色やマウス設定など)、およびアプリケーション固有の設定が含まれます。セットとなるプロファイル ディレクトリには、ショートカット リンク、デスクトップ アイコン、スタートアップ アプリケーションなどが格納されます。この 2 つの構成要素にユーザーの構成可能な設定が記録され、コンピュータから別のコンピュータへと移行することが可能になります。
ユーザー プロファイルが置かれるデフォルト位置は、管理者がユーザー データに悪影響を与えることなくオペレーティング システム フォルダを保護できるよう、Windows NT 4.0 オペレーティング システム時から変更されました。Windows XP (または Windows 2000) がクリーン インストールされたコンピュータでは、%Systemdrive%\Documents and Settings フォルダにプロファイルが保管されます。Windows NT 4.0 を実行しているコンピュータではこれと異なり、システム ディレクトリ内にプロファイルが保管されます (%Systemroot%\profiles フォルダ、通常は WINNT\profiles)。
注意: Windows NT 4.0 から Windows XP へコンピュータをアップグレードした場合、プロファイルの位置は %Systemroot%\profiles のままとなります。
下の表 1 は、使用される可能性のある各インストール シナリオで、ユーザー プロファイルがどこに置かれるかを示しています。
表 1: ユーザー プロファイルの位置
	オペレーティング システム
	ユーザー プロファイルの位置

	Windows XP クリーン インストール (以前のオペレーティング システムなし)
	%SYSTEMDRIVE%\Documents and Settings                 (例: C:\Documents and Settings)

	Windows 2000 から Windows XP へのアップグレード
	SYSTEMDRIVE%\Documents and Settings                    (例: C:\Documents and Settings)

	Windows NT 4.0 から Windows XP へのアップグレード
	%SYSTEMROOT%\Profiles                                            (例: C:\WinNT\Profiles)

	Windows 98 から Windows XP へのアップグレード
	%SYSTEMDRIVE%\Documents and Settings                  (例: C:\Documents and Settings)


レジストリ ハイブに保管される構成設定
NTuser.dat ファイルには、次の各構成設定が含まれます。
· Windows エクスプローラ設定: Windows エクスプローラのユーザー定義可能な全設定と固定ネットワーク接続設定。
· タスクバー設定: タスクバーの全設定。
· プリンタ設定: すべてのネットワーク プリンタ接続設定。
· コントロール パネル: コントロール パネルで行われるすべてのユーザー定義設定。
· アクセサリ: 電卓、時計、メモ帳、ペイント、ハイパーターミナルなどの、Windows 環境に影響を与えるユーザー固有のアプリケーション設定。
· アプリケーション設定: 多くのアプリケーションが、ユーザーのレジストリ ハイブ (HKEY_CURRENT_USER) にユーザー固有の設定を保管します。たとえば、Microsoft Word 2000 のツールバー設定がこのタイプとなります。
プロファイル ディレクトリに保管される構成設定
下の図 1 は、ユーザー プロファイルの構造を示しています。
図 1: ユーザー プロファイル[image: image3.png]Microsoft’
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各ユーザーのプロファイルには、次のフォルダが含まれます。
· Application data*: 文書処理プログラムのカスタム辞書などの、アプリケーション固有のデータ。このディレクトリにどのデータを保管するかは、アプリケーション ベンダが決定します。
· Cookies: Internet Explorer の Cookie。
· デスクトップ: ファイルやショートカットを含む、デスクトップのアイテム。
· Favorites: Internet Explorer のお気に入り
· Local Settings*: プロファイルに伴って移動をしない、ローカルのアプリケーション設定とデータ。通常は、コンピュータ固有であるか、または効率的に移動しにくい大きなデータが含まれます。
Application data: コンピュータ固有のアプリケーション データ。
· History: Internet Explorer の履歴。
· Temp: 一時ファイル
· Temporary Internet Files: Internet Explorer のオフライン キャッシュ。
· My Documents: ユーザーが作成するすべての文書が保管される、新しい既定の保存先。各アプリケーションは、デフォルトでここにファイルを保存するよう作成されます。
My Pictures: ユーザーの写真を保管する既定の場所。
· NetHood*: ネットワーク コンピュータ アイテムへのショートカット。
· PrintHood*: プリンタ フォルダ アイテムへのショートカット。
· Recent: 最近使った文書へのショートカット。
· SendTo: 文書保管場所およびアプリケーションへのショートカット。
· スタート メニュー: プログラム アイテムへのショートカット。
· Templates*: テンプレート アイテムへのショートカット。
* のついた各ディレクトリは、デフォルトで非表示になります。これらのディレクトリを表示するには [表示のオプション] を変更してください。
Local Settings フォルダとそのサブフォルダは、デフォルトでプロファイルとともに移動しないようになっています。このフォルダには、一時ファイルのようにユーザーと共に移動する必要のないアプリケーション データ、重要ではない設定、および効率的に移動できない大きなデータが含まれます。
IntelliMirror のフォルダ リダイレクト機能を使用すると、管理者はユーザー プロファイルの特定フォルダをネットワーク上の位置にリダイレクトできます。オペレーティング システムやアプリケーションがこれらのフォルダにアクセスすると、管理者が指定したネットワーク シェア位置にオペレーティング システムが自動的にリダイレクトします。ユーザーから見ると、どのコンピュータを使用するかに関わらず同じ設定を持つという点で、これは移動シナリオと似ています。しかし移動プロファイルと異なり、これらの設定は実際にはネットワーク シェア上に置かれます。フォルダ リダイレクトは、ローカル、移動、固定のすべてのユーザー プロファイルで使用することができます。
フォルダ リダイレクトをローカル プロファイルとともに使用することにより、移動プロファイルを実装することなくその利点のいくつか (どのコンピュータからでもユーザー データを利用可能、データのサーバー保持など) を得ることができます。注意すべき点は、この組み合わせですべてのコンピュータから利用可能になるのは、ユーザーの文書とファイルのみであるということです。設定と構成をユーザーと共に移動させるには、移動プロファイルを使用する必要があります。
フォルダ リダイレクトと移動プロファイルの組み合わせは、プロファイルの同期によるネットワーク トラフィックの増大を最少に抑えながら、移動プロファイルの利点を提供します。
フォルダ リダイレクトは、グループ ポリシーを利用して実施されます。フォルダ リダイレクトと移動プロファイルの組み合わせについては、この記事内で後ほど説明します。
下の表 2 は、デフォルトでプロファイルとともに移動するフォルダを示し、グループ ポリシーを使用してそれらをリダイレクト可能かどうかを表しています。
表 2: プロファイルとともに移動するフォルダ
	フォルダ名
	説明
	デフォルトでプロファイルとともに移動
	グループ ポリシーでリダイレクト可能

	Application Data
	ユーザーごとに保持される移動するアプリケーション データ
	はい
	はい

	Cookies
	ユーザーの Internet Explorer の cookie
	はい
	いいえ

	デスクトップ
	ファイルやショートカットを含む、デスクトップのアイテム
	はい
	はい

	Favorites
	ユーザーの Internet Explorer のお気に入り
	はい
	いいえ

	Local Settings
	一時ファイルおよびユーザーごとの移動しないアプリケーション データ
	いいえ
	いいえ

	My Documents
	ユーザーの文書
	はい
	はい

	NetHood
	ネットワーク コンピュータ アイテムへのショートカット
	はい
	いいえ

	PrintHood
	プリンタ フォルダ アイテムへのショートカット
	はい
	いいえ

	Recent
	最近使った文書へのショートカット
	はい
	いいえ

	Send To
	文書保管場所およびアプリケーションへのショートカット
	はい
	いいえ

	スタート メニュー
	ユーザー個人のスタート メニュー
	はい
	はい

	Templates
	ユーザーごとのカスタマイズされたテンプレート
	はい
	いいえ


ユーザーがプロファイルを取得するには
ユーザーがプロファイルを取得する方法は、そのユーザーが使用するよう設定されたプロファイルのタイプにより異なります。このセクションでは、このプロセスを解説します。
ローカル プロファイル - 新規ユーザー
1. ユーザーがログ オンします。
2. オペレーティング システムは、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\ProfileList に置かれたユーザー プロファイル リストをチェックし、そのユーザーのローカル プロファイルが存在するかどうかを判定します。エントリが存在する場合、そのローカル プロファイルが使用されます。
3. ローカル プロファイルが見つからず、かつコンピュータがドメインの一部である場合、オペレーティング システムはドメイン コントローラの NETLOGON シェア上の Default User というフォルダに、ドメイン全体のデフォルト プロファイルが存在するかどうかをチェックします。
ドメイン全体のプロファイルが存在した場合、そのプロファイルがローカル コンピュータのサブフォルダ %SYSTEMDRIVE%\Documents and Settings\ にユーザー名でコピーされます。たとえば JDoe というユーザー名を持つ新規ユーザーの場合、%SYSTEMDRIVE%\Documents and Settings\JDoe にプロファイルが作成されます。
デフォルトのドメイン プロファイルが存在しない場合は、%Systemdrive%\Documents and Settings\Default User フォルダからローカル デフォルト プロファイルが、ローカル コンピュータのサブフォルダ %Systemdrive%\Documents and Settings\ にユーザー名でコピーされます。
4. レジストリの HKEY_CURRENT_USER 部分に、ユーザーのレジストリ ハイブ (NTUSER.DAT) がマップされます。
5. このユーザーがログ オフすると、コンピュータのローカル ハード ディスクにプロファイルが保存されます。
ローカル プロファイル - 既存ユーザー
1. ユーザーがログ オンします。
2. Windows は、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\ProfileList に置かれたユーザー プロファイル リストをチェックし、ユーザーのプロファイルへのパスを取得します。
3. レジストリの HKEY_CURRENT_USER 部分に、ユーザーのレジストリ ハイブ (NTUSER.DAT) がマップされます。
4. ユーザーがログ オフすると、コンピュータのローカル ハード ディスクにこのプロファイルが保存されます。
移動プロファイル - 新規ユーザー
1. ユーザーがログ オンします。
2. Windows は、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\ProfileList に置かれたユーザー プロファイル リストをチェックし、キャッシュされたプロファイルのコピーが存在するかどうかを判定します。プロファイルのローカル コピーが見つからず、かつコンピュータがドメインの一部である場合、Windows はドメイン コントローラの NETLOGON シェア上の Default User フォルダに、ドメイン全体のデフォルト プロファイルが存在するかどうかをチェックします。
ドメイン全体のプロファイルが存在した場合、そのプロファイルがローカル コンピュータのサブフォルダ %Systemdrive%\Documents and Settings\ にユーザー名でコピーされます。
デフォルトのドメイン プロファイルが存在しない場合は、%Systemdrive%\Documents and Settings\Default User フォルダからローカル デフォルト プロファイルが、ローカル コンピュータのサブフォルダ %Systemdrive%\Documents and Settings\ にユーザー名でコピーされます。
3. ユーザーのレジストリ ハイブ (NTUSER.DAT) がユーザー プロファイルのローカル キャッシュ コピーへコピーされ、同時にレジストリの HKEY_CURRENT_USER 部分にマップされます。
4. これでユーザーは通常通り、アプリケーションを実行し文書を編集することができます。ユーザーがログ オフするとそのローカル プロファイルが、管理者によって設定されたパスへとコピーされます。サーバーにプロファイルがすでに存在する場合、このローカル プロファイルはサーバー側のコピーとマージされます (詳細については、このペーパーで後述するマージ アルゴリズムの項を参照してください)。
移動プロファイル - 既存ユーザー
1. ユーザーがログ オンします。
2. Windows は、HKEY_LOCAL_MACHINE\SOFTWARE\Microsoft\Windows NT\CurrentVersion\ProfileList に置かれたユーザー プロファイル リストをチェックし、ユーザーのプロファイルへのパスを取得します。
3. ユーザーのレジストリ ハイブ (NTUSER.DAT) がユーザー プロファイルのローカル キャッシュ コピーへコピーされ、同時にレジストリの HKEY_CURRENT_USER 部分にマップされます。
4. ローカルにキャッシュされたプロファイルの内容がサーバー上のプロファイル コピーと比較され、2 つのプロファイルがマージされます (詳細については、このペーパーで後述する新しいマージ アルゴリズムの項を参照してください)。
5. これでユーザーは通常通り、アプリケーションを実行し文書を編集することができます。ユーザーがログ オフするとそのローカル プロファイルが、管理者によって設定されたパスへとコピーされます。サーバーにプロファイルがすでに存在する場合、このローカル プロファイルはサーバー側のコピーとマージされます。
Windows XP でのユーザー プロファイルの拡張
Windows XP のユーザー データ管理とユーザー設定管理機能には、ユーザビリティ、障害からの復旧機能、そしてユーザー プロファイルのパフォーマンスを向上させる、いくつもの拡張機能が加えられています。
· 新しいグループ ポリシー設定
· Windows XP 高速ネットワーク ログオンのサポート
新しいシステム サービス プロファイル
· より強固な移動ユーザー サポート
新しいグループ ポリシー設定
ユーザー プロファイル ポリシーはグループ ポリシー エディタ内で、Administrative Templates\System\User Profiles という独立したノードに移動しました。これに加えて、コンピュータ ポリシー下に 3 つの新しいポリシーが追加されました。
· Prevent Roaming Profile Changes from Propagating to the server: このポリシーは、ユーザーが自分の移動プロファイルに加えた変更が、サーバーにあるプロファイル コピーとマージされるかどうかを決定します。このポリシーがログイン時に設定されている場合、ユーザーは移動プロファイルを取得はできますが、そのユーザーがプロファイルに加えた変更はログオフ時に移動プロファイルへマージされません。
Add the Administrator security group to the roaming user profile share: Windows 2000 では、新しく生成された移動プロファイルの既定ファイル権限は、ユーザーがフル コントロールまたは読み書きアクセス、管理者グループがファイル アクセスなしとなっています。このポリシーにより管理者は、Windows NT 4.0 と同じ動作を選択し、管理者グループにユーザーのプロファイル ディレクトリへのフル コントロールを与えることができます。
Only allow local user profiles: この設定は、特定のコンピュータで移動ユーザー プロファイルが利用可能かどうかを決定します。デフォルトでは、移動プロファイル ユーザーがコンピュータにログ オンすると、ユーザーの移動プロファイルがそのローカル コンピュータにコピーされるようになっています。この設定を使用すると、管理者は移動プロファイルを使用するよう設定されたユーザーが、特定のコンピュータ上で移動プロファイルを取得できないようにすることができます。
Windows XP 高速ネットワーク ログオンのサポート
高速ネットワーク ログオンの概要
Windows XP には、ネットワークの確立を待たずにブートとログオンを実行し、コンピュータのスタート アップを高速にする新しい機能が組み込まれています。
Windows XP はデフォルトで、ネットワークが完全に初期化されるのを待たずにスタートアップとログオンを実行します。既存ユーザーのログ オンはすべてキャッシュされた資格証明を使用して行われ、ログオン時間を短縮します。コンピュータはネットワークが完全に接続するまで待機しないため、グループ ポリシーは接続が確立してからバックグラウンドで適用されます。これはログオン プロセスに、次の影響を及ぼします。
· グループ ポリシー拡張機能への変更には、有効となるまで最大 3 度のログオンが必要な場合がある: バックグラウンドでの更新が既定動作となるため、ソフトウェアのインストールやフォルダ リダイレクトのようなポリシー拡張機能のいくつかは、変更を適用するのに最大 3 度のログオンを必要とする場合があります。理由は、それらの拡張機能が安全に運用されるためにはユーザーが誰もログ オンしていないことが必要であり、したがってユーザーがアクティブにコンピュータを使用する前にフォアグラウンドで処理される必要があるからです。たとえば、高度なフォルダ リダイレクトについて考えてみましょう。ポリシーはセキュリティ グループ メンバシップに基づいて評価されるため、次の 3 回のログオンが必要になります。初回ログオンはキャッシュされたユーザー オブジェクト (およびセキュリティ グループ メンバシップ) の更新、2 回目はセキュリティ グループ メンバシップの変更検出とフォアグラウンドでのポリシー適用、そして最後に実際にフォアグラウンドでのフォルダ リダイレクト ポリシー適用となります。
· ユーザー オブジェクト プロパティへの変更には、有効となるまでに 2 度のログオンが必要な場合がある: 高速ログオンの最適化がオフになっている場合があります。たとえば、ユーザーが移動ユーザー プロファイルまたは HOMEDIR を持つ場合、ログ オン時に高速ログオン ([高速モード]) が表示されません (その場合も高速起動は実行される場合があります)。
高速ネットワーク ログオンをサポートするための移動ユーザー プロファイルの変更
しばらくの間ログ オンしていなかったユーザーがコンピュータにログ オンすると、ローカル ユーザー レジストリ ハイブとサーバー レジストリ ハイブのタイムスタンプが比較され、より新しい方が使用されます。通常はハイブがロードされる前にタイムスタンプがチェックされるため、レジストリのサーバー コピーが最新となります。
問題となるのは、Windows XP が高速ネットワーク ログオン モードで動作している間、ユーザーは常にキャッシュされたプロファイルでログ オンしているということです。結果として、ユーザーが移動ユーザーであることをシステムが検出したときにはローカル レジストリ ハイブがすでにロードされており、ハイブのタイムスタンプが常に変更されることになります。これによって、ユーザーが複数のコンピュータへログ オンしている場合に、ユーザーの移動ステータスが 1 回分古くなり (キャッシュされたログオンのため)、古いプロファイルがより新しいサーバー プロファイルを上書きする可能性が生じます。この状況を避けるために移動プロファイルのアルゴリズムは、あるコンピュータ上でのローカルから移動プロファイルへの移行を、特別なケースとして扱います。
ログオン時、次の条件のうちどちらが真かのチェックが行われます。
· これは以前にローカル プロファイルを持っていたユーザーの初回移動ログオンか
· このユーザーのプロファイルのサーバー コピーが存在するか
これらの条件がすべて合致するとアルゴリズムは少し変更され、新しいアルゴリズムが以下のプロセスを実行します。
1. ローカル プロファイルの内容が、ユーザー レジストリ ハイブ (ntuser.dat) を除き通常通りプロファイルのサーバー コピーとマージされます。
2. ユーザー レジストリのサーバー コピーが、両ハイブのタイムスタンプに関係なく常にサーバー プロファイルからローカル プロファイルへコピーされます。
ほかのすべてのケースでは、アルゴリズムに変更はありません。このチェックが行われるのは、特定のコンピュータ上であるユーザーが初めて移動ユーザーとなる場合だけです。ユーザーが移動ユーザーとなった後は、コンピュータは必ずネットワークの確立を待ち (プロファイルをダウンロードするため)、Windows 2000 とまったく同じ動作を行います。
この変更のため、管理者がユーザーのユーザー オブジェクトからプロファイル パスを削除する場合は、符合するプロファイル フォルダの名前を変えるか削除することが推奨されます。プロファイル フォルダが削除されず、そして管理者が同じプロファイル パスを再追加すると、ユーザーは自分のレジストリの古いサーバー コピーを取得してしまいます。
新しいシステム サービス プロファイル
Windows XP では、システムのために 3 つの新しいユーザー プロファイルが導入されています。
· LocalService

· NetworkService

· System

LocalService と NetworkService プロファイル
LocalService と NetworkService プロファイルは、ローカル システム アカウントとして実行する必要がない各種サービスをホストするためにサービス コントロール マネージャが使用する、2 つの新しい組み込みユーザー アカウントのために、Windows XP によって自動的に作成されます。これら 2 つの新しいプロファイルは普通のユーザー プロファイルですが、システムの実行に必要とされるプロファイルであるため、若干処理が異なります。
· LocalService と NetworkService プロファイルは、システム プロパティ ダイアログのプロファイル リストに表示されません。
· LocalService と NetworkService プロファイルは、デフォルトでどちらも %systemroot%\Documents and Settings に置かれていますが、非表示とされており通常は見えません。
システム プロファイル
Windows 2000 では、ローカル システムとして実行しているプロセスのためにユーザー プロファイルをロードする目的で、アプリケーションまたはサービスが LoadUserProfile API を使用した際に、Windows が %computername%$ という名前のプロファイルを作成しました (%computername% はローカル コンピュータ名)。これは、いくつかのアプリケーションとサービスで問題を生じさせることがありました。システム プロファイルがロードされたか否かによって、HKEY_CURRENT_USER が HKEY_USERS \S-1-5-18 または HKEY_USERS\.DEFAULT という、異なったレジストリへ解決する可能性があったからです (別のコンポーネントが SYSTEM プロファイルをロードしているかどうかに依存)。
これを避けるため、Windows XP はシステムのための新しいプロファイルを、%systemroot%\System32\Config\SystemProfile に作成します。このプロファイルは常にロードされており、HKEY_USERS\.DEFAULT へのリンクとなります。これにより、システム コンポーネントが常に一貫したプロファイルとレジストリを持つことが保証されます。
より強固な移動ユーザー サポート
Windows 2000 では、ログオフの間レジストリ キーを開けたまま放置し、Windows がユーザーのレジストリ ハイブをアンロードするのを妨げる問題があるアプリケーションやサービスが存在しました。この問題が発生すると、ユーザーがプロファイルに加えた変更はサーバーに保存されず、いくつもの不具合を生じさせます。
· ユーザーが別のコンピュータにログ オンした際、変更が保存されていなかったことに不便さを感じる。
· 「ロックされた」プロファイルがアンロードされないため、多くのユーザーがログ インするターミナル サーバーでは大量のメモリが消費される。
· ログオフ時に削除するようマークされたプロファイルが 1 つでもあると (マシンのクリーンアップ用途または一時プロファイルのため)、複数のプロファイルが削除されなくなる。
この 3 つの不具合は、次のように解決されます。
· Windows 2000 では、ユーザーがログ オフする際にプロファイルが「ロック」されていると、Windows は 60 秒間あきらめずにポーリングを試行します。この 60 秒の遅延が過ぎると Windows XP はユーザー レジストリ ハイブを保存し、プロファイルを正しく移動します。
· アプリケーションまたはサービスがプロファイルのロックを解除しレジストリ キーを閉じる際、Windows XP はそのユーザー レジストリをアンロードし、プロファイルが消費していたメモリを解放します。
· ログオフ時に削除する対象として選択されたプロファイルは、参照カウントがゼロに落ちた時点でアンロードされ削除されます。アプリケーションがレジストリ キーを解放しない場合には、削除する対象として選択されたすべてのプロファイルを、Windows XP が次回のマシン起動時に削除します。
改善されたマージ アルゴリズム
このセクションでは、Windows XP がユーザー プロファイルのローカル コピーとサーバー コピーをどのように調整するかを解説します。ユーザー エクスペリエンスを改善するために、Windows XP の移動プロファイルはプロファイルの各コピーを同期する、新しいアルゴリズムを備えています。これはユーザーが 2 つの異なるコンピュータへ同時にログ オンした場合に、問題が発生するのを防ぎます。Windows NT 4.0 のアルゴリズムは、ユーザーが単一のコンピュータにのみログ オンする、最も一般的なケースでは問題なく機能しました。が、あるユーザーが複数のコンピュータへ同時にログ オンした場合に、双方のコンピュータにプロファイルのマスター コピーがあるという推測に基づく、予想外の動作がときどき発生しました。
Windows XP と Windows 2000 では、ユーザー プロファイルをファイル レベルでマージし、最後に書き込まれたものが優先されるよう、アルゴリズムが変更されました。
この新しいアルゴリズムの動作を示すために、Windows NT 4.0 と Windows XP の動作を比較する、いくつかの例を示します。
Windows NT 4.0 アルゴリズムの概要
Windows NT 4.0 では、完全な同期化をサポートした Xcopy がこのアルゴリズムとなります。すなわちこれは、プロファイルをある場所から別の場所にミラーリングし、転送先にある余分なファイルやディレクトリを削除する機能を備えています。このアルゴリズムは、1 つの時点には 1 つのマスター プロファイルのみがあるという概念に基づいています。ユーザーがログ オンしている間、マスター プロファイルはローカル コンピュータにあります。ユーザーがログ オンしていない間は、サーバー上にマスター プロファイルが置かれます。
1. ユーザーがコンピュータ A (メイン コンピュータ) にログ オンします。
2. 移動プロファイルが、サーバー側の保管場所からローカル プロファイル位置へ Xcopy されます。
3. ユーザーが文書作成、配色の変更その他を実行します。これらすべての変更は、ローカル プロファイル位置に保管されます。
4. ユーザーがコンピュータからログ オフすると、そのプロファイルがローカル プロファイル位置からサーバー側へ Xcopy し戻されます。
これは正確なミラーリング プロセスです。サーバー側に余分なファイルがある場合、サーバー側がローカル プロファイルの複製であることを確実にするために、それらが削除されます。前述のように、これはユーザーが単一のコンピュータだけにログ オンするほとんどのケースで問題なく働きますが、複数のコンピュータへ同時にログ オンするユーザーは、予期せぬ動作を経験する可能性があります。
Windows NT 4.0 マージ アルゴリズム問題の例
Windows NT 4.0 を使用中、ユーザーが 2 台以上のコンピュータにログ オンすると、問題が発生します。これを、上記の例を基に解説します。
1. ユーザーがコンピュータ A にログ オンします。
2. 同ユーザーがコンピュータ B にログ オンします。
3. ユーザーがコンピュータ A 上で文書を作成し、それをユーザー プロファイルに保存します。
4. ユーザーがコンピュータ A からログ オフします。
5. 次いでコンピュータ B からログ オフします。
この時点で、コンピュータ B から見るとマスター プロファイルは自分のローカル位置に保管されているものと見なされるため、ユーザーがステップ 3 で作成した文書が削除されてしまいます。コンピュータ B の現在のローカル プロファイルをマスター サーバー プロファイルとするために、サーバー上の余分なファイルを削除する必要があるからです。
Windows XP アルゴリズムはこれと異なり、その文書が作成された時間とプロファイルがロードされた時間を比較して、この文書を保持することができます。プロファイルがロードされた後から作成または変更された文書は、必然的に異なるソースから来ていると見なされ、ファイルが保持されます。
ファイルが変更された場合も、類似の問題が発生する可能性があります。たとえば、ユーザーがプロファイルのサーバー コピー内の My Documents フォルダに、Document.doc という名の文書を持っているとします。
1. ユーザーがコンピュータ A にログ オンします。
2. 同ユーザーがコンピュータ B にログ オンします。
3. ユーザーがコンピュータ A 上で文書を変更します。
4. ユーザーがコンピュータ A からログ オフします。
5. 次いでコンピュータ B からログ オフします。
ユーザーがコンピュータ B からログ オフする際に、そのコンピュータが古い文書で新しいバージョンを上書きし、コンピュータ A 上で文書に加えられた変更が消失してしまいます。コンピュータ B は、自分がマスター バージョンのプロファイルを持っていると認識するようプログラムされているのです。
Windows XP アルゴリズムは、その文書が変更された時間とプロファイルがロードされた時間を比較するため、この文書の変更を保持します。これははるかに高いユーザー エクスペリエンスをもたらします。
Windows XP マージ アルゴリズムの概要
Windows XP は、各ユーザー プロファイルをファイル レベルでマージします。マージされたプロファイルには、ユーザーのプロファイルのローカル コンピュータ コピーとサーバー コピーの集合が含まれます。プロファイルのローカル コピーとサーバー コピーの両方に同じファイルがある場合には、最も後から変更されたファイルが使用されます。これは、新しいファイルが削除されたり、既存ファイルの更新されたバージョンが上書きされることがないということを意味します。
文書またはファイルが更新されると、新しいアルゴリズムはソース ファイルのタイムスタンプとコピー先ファイルのタイムスタンプを比較します。コピー先ファイルの方が新しい場合、上書きは実行されません。
ユーザーがコンピュータにログ オンする際、その現在時刻が保存されます。ユーザーがログ オフする際に、このタイムスタンプを使用してどのファイルがサーバー プロファイルの新規ファイルか、そしてどのファイルがローカル プロファイルで削除されたかが判定されます。たとえばサーバー プロファイルの My Documents フォルダに Review.doc という文書を持ち、このファイルがローカル プロファイルには存在しない場合、これは別のコンピュータから来た新しいファイルであるか、または元々はローカル プロファイルにあったが、ユーザーがローカル側で削除したかのどちらかとなります。この新しいプロファイルがロードされた時刻が分かっていれば、その時刻と Review.doc のタイムスタンプを比較することが可能です。プロファイルがロードされた時刻よりも後から Review.doc が作成または書き込まれた場合、このファイルは別のソースから来たことになり、保持する必要があります。Review.doc のタイムスタンプがロード時刻よりも古い場合は、そのファイルがロード時にローカル コンピュータへコピーされていたはずであり、ここでは削除しなければなりません。
加えて次の例のように、セッション間に削除されたアイテムが削除されたままであるよう、ローカル キャッシュからいくつかのファイルが削除される必要がある場合もあります。
1. ユーザーがコンピュータ A にログ オンします。
2. ユーザーがコンピュータ A 上で文書を作成または変更します。
3. 同ユーザーがコンピュータ B にログ オンします。
4. ユーザーがコンピュータ B からログ オフします。コンピュータ B には文書のコピーが残ります。
5. ユーザーがコンピュータ A 上で文書を削除し、ログ オフします。
このファイルを確実に削除するために、キャッシュされたバージョンのプロファイルとサーバーのプロファイルが、ユーザーがログ オンする際に同期されます。ローカル キャッシュにありながらサーバー上に存在せず、また前回ログ オフ時から変更されていないすべてのファイルが、削除されます。これらの変更を使用することによって、Windows XP はユーザー プロファイルをマージすることができます。
非移動フォルダ
移動ユーザー プロファイルは、ユーザーがログ オンする際にサーバーからクライアントへコピーされ、ログ オフするときに書き戻されます。しかし Windows XP には、ログ オンおよびログ オフ セッション中にはコピーされない、ユーザーごとのローカル設定フォルダがユーザー プロファイル内に含まれています。オペレーティング システムのコンポーネントやほかのアプリケーションは、移動しないユーザーごとのデータをこのフォルダに保管することができます。
たとえば、Internet Explorer はユーザーのお気に入りをユーザー プロファイルの移動部分に保管しながら、インターネット一時ファイルはローカルの、ユーザー プロファイルの非移動部分に保管することができます。デフォルトで、Temp フォルダと Temporary Internet Files フォルダは、移動ユーザー プロファイルから除外されています。移動しないフォルダは、グループ ポリシー スナップインを使用して追加設定することができます。このポリシーを有効にすると、除外するフォルダを追加することができます。しかしこの [特定のディレクトリを移動プロファイルから除外する] を使用して、Temp と Temporary Internet Files フォルダを移動ユーザー プロファイルに含めることはできません。
プロファイル サイズの割り当て
Proquota.exe プログラムは、ユーザーのプロファイル サイズを監視するようセットできるツールです。個々のユーザー プロファイルがあらかじめ設定されたファイル制限を上回ると、ユーザーはファイルのサイズを低減するまでコンピュータからログ オフすることができません。
プロファイル割り当てサイズは、グループ ポリシー スナップインを使用して管理します。管理者はグループ ポリシー スナップインの User Configuration\Administrative Templates\System\Logon\Logoff ノードにある [プロファイルのサイズを制限する] ポリシーを使用して、移動ユーザー プロファイルの最大サイズを設定し、制限に達した場合のシステムの対応を決定することができます。詳細は、このポリシー設定の [説明] タブをクリックしてください。
My Documents フォルダのフォルダ リダイレクトと移動ユーザー プロファイルを併用している場合は、プロファイルの割り当てを使用しない方が賢明です。ユーザー プロファイルへのアイテム書き込みは、通常ユーザーに代わってオペレーティング システムとアプリケーションが実行しているため、ユーザーは制限に気付くことができません。こうしたファイルには、Custom.dic や IE のお気に入りが含まれます。
管理者はまた、複数のユーザーが使用するコンピュータ (何千ものユーザーがログ オンできる公共のコンピュータなど) でディスク サイズに不安がある場合、ログオフ時にプロファイルのキャッシュ バージョンを削除するポリシーを使用することができます。このポリシーは [一時記憶された移動プロファイルのコピーを削除する] という名で、グループ ポリシー スナップインの Computer Configuration\Administrative Templates\System\Logon ノードからアクセスできます。
移動ユーザー プロファイルのグループ ポリシー設定
移動ユーザー プロファイルに関連したポリシー設定の一覧は、「付録」を参照してください。これらポリシー設定についての詳細は、各ポリシーの [説明] タブをクリックしてください。
移動ユーザー プロファイルの構成方法
移動プロファイルの設定は、以下の手順で行います。
各ユーザーのために移動プロファイルを設定するには、次の操作を実行します。
1. ユーザー プロファイルが保管されるサーバー上にフォルダを作成します。これが、すべての個人用ユーザー プロファイルを収めるトップ レベル フォルダとなります。
2. このフォルダを共有フォルダとして設定し、すべてのユーザーに [フル コントロール] 権限を与えます。
3. [Active Directory ユーザーとコンピュータ] スナップインを開き、各ユーザーの [ユーザー] オブジェクトへ移動します。
4. ユーザー名を右クリックし、ショートカット メニューの [プロパティ] をクリックします。
5. [プロファイル] タブをクリックします。
6. [プロファイル パス] に、ユーザー プロファイルが保管されるネットワーク シェアへのパスを入力します。たとえば JDoe というネットワーク名を持つユーザーの場合、\\NetworkShare\Profiles\%username% とパスを入力することにより、ユーザー プロファイルを保管するサーバーの Profiles シェアに JDoe というディレクトリが作成されます。
また、Active Directory Scripting Interface (ADSI) スクリプトを使用することによって、このプロファイル パスを入力することも可能です。ADSI はネットワーク資源を管理するための、単一のインターフェイス セットを提供します。管理者は ADSI と Visual Basic® Scripting Edition (VbScript) あるいは Jscript® スクリプトを組み合わせ、ユーザー、サービスその他のディレクトリ サービスにおけるリソースを管理することができます。
ADSI および ADSI スクリプトについての詳細については、Microsoft Platform SDK を参照してください。
ユーザー プロファイルの最適な運用方法
移動ユーザー プロファイルによる最適なユーザー エクスペリエンスを得るためには、すべてのドキュメントに目を通し、実装を入念に計画することが重要です。このセクションでは、移動ユーザー プロファイルの最適な運用方法を紹介します。
高速ログオン拡張機能を無効にする
ユーザーがローカル プロファイルから移動プロファイルに切り替える際、Windows XP の高速ログオン拡張機能のために、プロファイル変更が登録されるまで各マシンで 2 度ずつのログオンが必要になります。これは、ユーザーが常にキャッシュされた資格証明でログ オンすることによります。ユーザーが移動ユーザーになったことをネットワークが認識するまでに 1 度、そして設定を適用するために再度ログオンが必要になります。
最適なユーザー エクスペリエンスを確保するには、Computer Configuration\Administrative Templates\System\Logon に置かれた、[コンピュータの起動およびログオンで常にネットワークを待つ] 設定を有効にします。
異なるバージョンのオペレーティング システム間移動
Windows 2000 と Windows XP 間の移動は円滑に行えますが、問題を生じさせる可能性を最小にするために実行できる、いくつかの予防措置があります。
· 異なるバージョンのオペレーティング システム間での移動が必要でない場合は、その移動を避ける。この移動に問題を発生させる固有の障害はありませんが、アプリケーションがプロファイルに置くデータによって、別バージョンのオペレーティング システム上で意図せぬ副作用が起きる可能性があります。
· インストールされたアプリケーションのバージョンが同一であることを確認する。
· アプリケーションが同じパスとドライブにインストールされていることを確認する。
· 別バージョンのオペレーティング システムが、同じ %systemdrive% 上の同じ %windir% にインストールされていることを確認する。
· ユーザーが Windows NT 4.0 ベースのクライアントと Windows XP または Windows 2000 ベースのクライアント間で移動する場合、Windows XP または Windows 2000 へのインストール時に [プロファイル パス] の設定を考慮する。デフォルトのプロファイル パスが異なった場合 (%windir%\Profiles 対 %systemdrive%\Documents and Settings)、Windows NT 4.0 ベースのクライアントと Windows XP または Windows 2000 ベースのクライアント間で移動するユーザーに障害が発生する可能性があります。この問題の可能性を最小にするために、双方のクライアントでプロファイルへのパスが同一であることを確認してください。
My Documents フォルダをユーザーの移動プロファイル外へリダイレクトする
新しいコンピュータへの初回ログオン時間を短縮するために、My Documents フォルダ位置をユーザーの移動プロファイル外へリダイレクトすることを推奨します。これにはフォルダ リダイレクトの使用が最も適しています。Active Directory を有効にしていない場合、ログオン スクリプトを使用するか、手動で行うようユーザーに指示して有効にします。
移動ユーザー プロファイルのファイルには、暗号化されたファイル システム (EFS) を使用しない
暗号化されたファイル システムには、移動ユーザー プロファイルのファイルとの互換性がありません。EFS を使用してプロファイル フォルダまたはファイルを暗号化すると、そのユーザーのプロファイルは移動されません。
注意: これは、リモート シェア上のファイル暗号化には影響ありません。
移動プロファイルを持つユーザーのディスク クォータを低く設定し過ぎないようにする
ユーザーのディスク クォータ (割り当て) 設定が低過ぎると、移動プロファイルの同期が失敗する可能性があります。システムがユーザーのプロファイルの一時的な重複コピーを作成できるよう、十分なディスク スペースが割り当てられていることを確認してください。一時プロファイルは同期プロセスの一部としてユーザーの利用コンテキストで作成されるため、そのユーザーの割り当て使用として算入されます。
移動プロファイル シェア上ではオフライン フォルダを使用しない
移動ユーザー プロファイルが保管されるシェアでは、オフライン フォルダがオフになっていることを確認します。ユーザーのプロファイルでオフライン フォルダがオフになっていない場合、プロファイル中にあるファイルをオフライン フォルダと移動プロファイルの両方が同期しようとするため、問題が発生する可能性があります。
注意: これは、My Documents のようなリダイレクトされたフォルダでのオフライン フォルダ使用には影響ありません。
移動プロファイルを使用する際は、グループ ポリシーのループバック ポリシー処理を控える
グループ ポリシーのループバック処理によって、ログ オンされるコンピュータに基づき異なるセットのユーザー タイプ グループ ポリシーを適用することが可能になります。このポリシーは管理者が、特定コンピュータのユーザーにのみ適用するユーザー タイプ ポリシーを必要とする場合に役立ちます。これには 2 つの適用方法があります。1 つめは、処理されるユーザーに該当するポリシーを適用しながら、同時にそのユーザーがログ オンしたコンピュータに基づいたユーザー ポリシーの適用も可能にする方法です。2 つめは、ユーザー オブジェクトがある場所に基づくユーザーの設定は適用せず、コンピュータが持つ GPO (グループ ポリシー オブジェクト) のリストに基づいたポリシーだけを処理する方法です。
ループバック ポリシー処理と移動プロファイルの使用には、特にユーザーが Windows 2000 または Windows XP ベースのコンピュータと Windows NT 4.0 ベースのコンピュータ間で移動している場合に、十分な注意が必要です。アプリケーションによってはオペレーティング システムのバージョンに関わらず、HKCU\Software\Policies にポリシー設定を保管できてしまう場合があります。Windows NT 4 も、いくつかのエクスプローラ ポリシー設定を HKCU\Software\Microsoft\windows\currentversion\explorer\policies に保管していました。Windows 2000 と Windows XP は現在のポリシーを再適用する前にこれらのキーをクリアしますが、Windows NT 4 はそれらをクリアしないため、Windows 2000 ベースのマシンから移動した場合にいくつかの設定が残ります。
フォルダ リダイレクトの概要
フォルダ リダイレクトは、ユーザーと管理者があるフォルダのパスを新しい場所にリダイレクトできる、IntelliMirror の機能です。この新しい場所には、ローカル コンピュータのフォルダまたはネットワーク シェアのディレクトリを指定することができます。ユーザーはサーバー上にある文書を使って、それがまるでローカル ドライブにあるかのように作業を行うことができます。たとえば、通常コンピュータのローカルなハード ディスクに置かれる My Documents フォルダを、ネットワーク上の場所にリダイレクトすることも可能です。ユーザーはこのフォルダの文書を、ネットワーク上のどのコンピュータからでも利用できます。My Documents フォルダとは、ユーザーが文書や画像ファイルを保存できる、Windows XP および Windows 2000 デスクトップのフォルダです。
従来、フォルダをネットワークにリダイレクトしたい場合、管理者はログオン スクリプトを使用してレジストリの値を変更する必要がありました。Windows XP ではこの同じタスクが、グループ ポリシーを使用して実現可能です。
フォルダ リダイレクト使用の利点
フォルダ リダイレクトは、多くの利点を備えています。以下の利点にはどんなフォルダのリダイレクトにもあてはまるものもありますが、My Documents のリダイレクトには特に有用です。
· ユーザーがネットワーク上のどんなコンピュータにログ オンしても、自分の文書を利用できます。
· システム管理者はグループ ポリシーを使用してディスク クォータ (割り当て) を設定し、ユーザーの特殊フォルダが占めるディスク スペースを制限できます。
· ユーザーに固有のデータを、ユーザーのローカル コンピュータ上のオペレーティング システム ファイルがあるディスクとは別のハード ディスクにリダイレクトすることができます。これにより、オペレーティング システムの再インストール時にユーザーのデータを保護することができます。
· 共有ネットワーク サーバーに保管されるデータを、日常システム管理業務の一部としてバックアップすることができます。これはより高い安全性をもたらし、ユーザーの作業を不要にします。
またフォルダ リダイレクトと移動ユーザー プロファイルを組み合わせ、移動ユーザーとモバイル ユーザーのログオンおよびログオフ時間を短縮することが可能です。ユーザーは、データをネットワーク上に置くことによる可用性改善とバックアップの利点に加え、低速ネットワーク接続と 2 回目以降のログオン セッションでのパフォーマンス向上を得ることができます。サーバーからユーザーのプロファイルがコピーされる際には、ユーザー文書の一部だけがコピーされ、パフォーマンスが向上します。ユーザーがログ オンするたびに、ユーザー プロファイルにあるすべてのデータがデスクトップへ転送されるわけではありません。ユーザーが必要とするデータだけが転送されます。
さらにフォルダ リダイレクトと移動ユーザー プロファイルの組み合わせにより、コンピュータの迅速な入れ換えが可能になります。ユーザーのコンピュータを入れ換える必要がある場合、ユーザーにとって必要なデータを新しいコンピュータ上ですばやく再構成することができます。フォルダ リダイレクトを使用した My Documents および Application Data フォルダのリダイレクトと、移動ユーザー プロファイルおよびグループ ポリシー ベースのアプリケーション導入とを組み合わせ、組織は重要なユーザー ステート (状態データ) をネットワーク上の場所へ移動することができます。これはユーザーがどの Windows XP コンピュータにログ オンするかに関わらず、ユーザーの文書、設定、そしてアプリケーションがともに移動することを意味します。
オフライン ファイル テクノロジは可用性をより高めるために、ユーザーがネットワークに接続していないときでも My Documents へのアクセスを提供します。詳細は、この記事で後述する関連技術のセクションを参照してください。これは、特にラップトップ コンピュータを使用するユーザーにとって有用です。
リダイレクト可能なフォルダ
リダイレクトが可能なのは、My Documents、My Pictures、Application Data、デスクトップ、スタート メニューの 5 フォルダです。これらは、組織が重要なユーザー データと設定を保存するためにリダイレクトする必要があると認められたキー フォルダです。これらのフォルダをリダイレクトすることには、いくつもの利点があります。各リダイレクトの有用性は、組織のニーズにより異なります。
· My Documents: ユーザーのために用意された、文書と画像を保存するシェル内の場所。Windows XP の共通ダイアログ ボックスはデフォルトで My Documents フォルダを示すため、ユーザーはここにファイルを保存する傾向があります。共有ネットワーク サーバーに保管されたデータは、日常システム管理業務の一部としてバックアップすることができ、ユーザーの作業を不要にし、高い安全性をもたらします。
· My Pictures: Windows XP で写真と画像が保存されるデフォルト位置。My Documents フォルダの下に My Pictures を構成することを推奨します。
· Application Data: アプリケーションはしばしば、ユーザーとともに移動するプロファイルの Application Data 部分に、辞書のような大規模なデータを置くことがあります。この場合のパフォーマンスを改善するために、リダイレクト可能なフォルダのリストに Application Data が加えられました。これは、ユーザーがログオンごとに大きなファイルをダウンロードすることなしに、Application Data のデータ (カスタム辞書など) にアクセスできるということを意味します。
· デスクトップ: 組織によっては、複数のコンピュータを同一の見た目に統一する必要があります。ユーザー グループのデスクトップをリダイレクトすることによって、すべてのユーザーに同じデスクトップ アイテムを備えた、統一されたデスクトップを提供することができます。
· スタート メニュー: Windows NT 4.0 との互換性を保つために、Windows XP ではフォルダ リダイレクトを使用して、スタート メニュー フォルダをリダイレクトすることができます。スタート メニュー リダイレクトは、ほかのリダイレクト フォルダとは異なった処理を行います。ユーザーの [スタート] メニューの内容は、リダイレクトされた場所へコピーされません。これは、リダイレクトされた [スタート] メニューが管理者によって作成されたもので、全ユーザーの [スタート] メニューが統一されているという前提で設定されています。Windows XP ベースのコンピュータでの最適な運用手法としては、フォルダ リダイレクトを使用したスタート メニュー フォルダのリダイレクトは行わず、グループ ポリシーを使用して [スタート]  メニューの表示内容を制御します。
Windows XP のフォルダ リダイレクト改善点
このセクションでは、Windows 2000 と Windows XP での違いについて解説します。
リダイレクトされたフォルダは、自動的にオフラインで利用可能
Windows XP ではデフォルトで、My Documents、デスクトップ、スタート メニュー、Application Data のようなリダイレクトされたシェル フォルダが、自動的にオフラインで利用可能になります。これは リダイレクトされたフォルダの全ファイルを常にオフラインで利用可能にするために、管理者が [管理的に割り当てられたオフライン ファイル] ポリシーを設定しなければならなかった Windows 2000 とは異なります。Windows 2000 のこの設定は高度なフォルダ リダイレクトと併用するのが難しく、管理上の負担も増大します。
このデフォルト動作は、[リダイレクトされたフォルダを自動的にオフライン利用できるようにしない] ポリシーを有効にすることで無効にできます。この設定は、グループ ポリシー エディタの User Configuration\Administrative Templates\Network\Offline Files セクションにあります。
フォルダ リダイレクトと環境変数
フォルダ リダイレクトのクライアント側の拡張機能は、%username% および %userprofile% という 2 つの環境変数のみを処理できます。%logonserver%、%homedrive%、%homepath% のようなほかの環境変数は、フォルダ リダイレクトでは動作しません。
フォルダ リダイレクトの構成方法
管理者は、グループ ポリシー スナップインを使用してフォルダ リダイレクト設定を制御します。
フォルダ リダイレクトを設定するには
1. グループ ポリシー スナップインは、[Active Directory ユーザーとコンピュータ] スナップインから起動します。[スタート] をクリックし、[プログラム] をポイントしてから [管理ツール] をクリックして、[Active Directory ユーザーとコンピュータ] をクリックします。
2. MMC コンソール ツリーから、グループ ポリシーにアクセスするドメインまたは OU を右クリックし、[プロパティ] をクリックして、[グループ ポリシー] をクリックします。
3. 新しいグループ ポリシー オブジェクト (GPO) を作成するには、GPO と関連付けたいドメインまたは OU を右クリックし、コンテキスト メニューから [プロパティ] を選択し、ドメインまたは OU コンテナ の [プロパティ] ページで [グループ ポリシー] タブをクリックします。
4. [新規] をクリックし、その GPO で使用する名前を入力します (例: Redirect MyDocuments GPO)。
5. [編集] をクリックしてグループ ポリシー スナップインを開き、この新しい GPO を編集します。
6. グループ ポリシー コンソールで、[ユーザーの構成] - [Windows の設定] - [フォルダ リダイレクト] とノードを開きます。リダイレクト可能な 5 つの個人用フォルダのアイコンが表示されます。
7. これらのフォルダのどれかをリダイレクトするには、そのフォルダ名を右クリックし [プロパティ] をクリックして、[設定] ドロップダウン ボックスから以下のオプションのうち 1 つを選択します。
基本: 各ユーザーのフォルダを同じ場所にリダイレクトします。このグループ ポリシー オブジェクトの影響を受けるすべてのフォルダが、同じネットワーク シェアに保管されます。
詳細: 各ユーザー グループのリダイレクト場所を指定します。フォルダはセキュリティ グループ メンバシップに基づき、異なったネットワーク シェアにリダイレクトされます。たとえば、会計グループのユーザーに属するフォルダを Finance サーバーにリダイレクトし、販売グループのユーザーに属するフォルダを Marketing サーバーにリダイレクトすることができます。
8. [ターゲット フォルダの場所] テキスト ボックスに、共有ネットワークのフォルダ名を入力するか、[参照] をクリックしてフォルダを指定します。下の例では、環境変数 %username% を使用しています。これによって管理者は単一のポリシーを複数ユーザーに適用し、フォルダ リダイレクトに個々のユーザー名に基づいたフォルダを作成させることができます。たとえば、\\FolderServer\MyDocumentsFolders\%username% と入力します。
9. フォルダの [プロパティ] ダイアログ ボックスで [設定] タブを選択し、使用するオプションを設定してから [完了] をクリックして、フォルダ リダイレクトの設定を完了します。以下のオプションが利用可能です。
ユーザーにマイ ドキュメントに対して排他的な権限を与える: このオプションを選択すると、ユーザーとローカル システムに対してのみ、%username% フォルダの NTFS セキュリティ記述子がフル コントロールに設定されます。すなわち管理者やほかのユーザーは、このフォルダに対するアクセス権を保持しません。このオプションはデフォルトで有効になっています。
My Documents の内容を新しい場所に移動する: ユーザーがローカルの My Documents フォルダに持つすべての文書をサーバー シェアに移動します。このオプションはデフォルトで有効になっています。
ポリシーが削除されたとき、フォルダを新しい場所に残す: このグループ ポリシー オブジェクトが適用されなくなったときに、ファイルがこの新しい場所に保持されるよう指定します。このオプションはデフォルトで有効になっています。
ポリシーが削除されたとき、フォルダをローカルのユーザー プロファイルにリダイレクトする: このグループ ポリシー オブジェクトが適用されなくなったときに、フォルダがローカル プロファイル位置にコピーし戻されるよう指定します。
My Documents のプロパティ ページには、My Pictures フォルダのため 2 つの追加オプションがあります。
My Pictures を My Documents のサブ フォルダにする: これを選択すると、My Documents フォルダがリダイレクトされたときに、My Pictures が My Documents のサブフォルダとして保持されます。デフォルトで My Pictures は、自動的に My Documents フォルダに追従します。
My Pictures に管理ポリシーを指定しない: これが選択されると、My Pictures の場所はグループ ポリシーではなく、ユーザー プロファイルによって決定されます。
ユーザー名によって定義されるディレクトリは、管理者があらかじめ作成しないということに注意してください。フォルダ リダイレクトが、フォルダの適切な ACL を設定します。管理者が各ユーザーのフォルダをあらかじめ作成する場合は、アクセス権を正しく設定するよう注意します (後述の最適な運用方法セクションにある、アクセス権一覧表を参照してください)。
グループ ポリシー スナップインとフォルダ リダイレクト拡張の使用に関する詳細については、『Windows 2000 Server online Help』、『Step-by-step Guide to Understanding the Group Policy Feature Set』、および『Step-by-step Guide to User Data and User Settings』を参照してください。これらはすべて、Windows 2000 Web サイトで見ることができます。
ログオン スクリプトを使用したフォルダのリダイレクト
ユーザーのフォルダ リダイレクトにはグループ ポリシーの使用が推奨されますが、同様の結果を得られる別の方法もあります。たとえばログオン スクリプトを使用して、レジストリの User Shell Folders キーの値を設定することにより、フォルダ リダイレクトと似ている基本的機能を得ることができます。
あるいは Windows NT 4.0 のシステム ポリシーを使用して、適切な値を設定することも可能です。しかしこれを選択した場合、パス変更があった場合のファイルの自動移動 (レジストリ設定は固定のまま) のような、グループ ポリシー利用のフォルダ パス設定に関する利点を失うことになります。
関連技術: オフライン ファイルと同期マネージャ
このセクションではフォルダ リダイレクト機能を補う、各種 Windows XP テクノロジに焦点を当てます。
オフライン ファイル
オフライン ファイルは Windows 2000 で導入された、フォルダ リダイレクトを補足する機能です。オフライン ファイルによってユーザーは、ネットワークから切断した状態でもまるで接続中であるかのように作業を行うことができます。コンピュータがオフライン時には、ファイルとフォルダがオンライン時と同様に同じディレクトリに表示されます。これらはまるで、ネットワーク上の同じ場所に置かれているかのように見えます。これによりユーザーは、非接続時にファイルを編集することができます。このオフラインでの変更は、次回ユーザーがネットワークに接続した際にネットワーク シェアと同期されます。
オフライン ファイルを使用することによって、ユーザーはネットワークに接続していないときでも、ネットワーク ファイルのコピーで仕事を続けることができます。ポータブル コンピュータを持つモバイル ユーザーが組織にいる場合、オフライン ファイル機能はそのユーザーがネットワークに接続していない場合にもファイルへのアクセスを提供し、彼らが常にネットワーク ファイルの現在バージョンで作業していることを確実にします。キャッシュされたバージョンのファイルを使用することによって、ユーザーはネットワークに接続していないときでもファイルを開き、更新することができます。オフライン ファイル機能は、ネットワーク ファイルをオフラインで利用可能にするために、データをコンピュータのキャッシュに保管します。このキャッシュは、コンピュータがネットワークに接続していないときにアクセスするディスク スペースの一部です。管理者がオフラインで利用できるよう設定した共有ネットワーク アイテムの見た目は、ユーザーがネットワーク接続を失ったり、ドッキング ステーションからポータブル コンピュータを取り外しても、接続時と変わりません。ユーザーはオンライン時に通常行う通りに、オフライン ファイルで働き続けることができます。ファイルとフォルダへのユーザーのアクセス権限は、ネットワーク接続時と同じです。ユーザーがポータブル コンピュータをドックに挿入しネットワーク接続が回復すると、オフライン ファイルへの作業で加えられた変更はすべてネットワークに反映されます。
ネットワーク上の 2 人のユーザーが同じファイルに変更を加えた場合、それぞれのバージョンのファイルをネットワークに保存するか、相手ユーザーのバージョンを使用するか、あるいはその両方を保存することができます。
Windows XP ベース ネットワークの共用ファイルとフォルダは、オフラインで利用可能にすることができます。管理者はまた、サーバー メッセージ ブロック ベースのファイルとプリンタ共有を使用してファイルを共有するどのコンピュータ (Windows 2000、Windows 95、Windows 98、Windows NT 4.0 を含む) からでも、ファイルをオフラインで使用できるように設定することができます。
注意: オフライン ファイル機能は、Novell NetWare ネットワークでは使用できません。
管理者が共有フォルダを設定する際、フォルダ内の全ファイルを自動的にオフラインで利用可能にするか、オフライン利用したいファイルをユーザーに明示的にマークさせるかを選択することができます。
オフライン ファイルは完全にスタンドアロンの技術であり、フォルダ リダイレクトと併用してネットワーク シェアを設定する必要はありません。ただし、この 2 つの技術の併用は優れた効果を生みます。たとえば、あるファイルへのショートカットがオフラインで利用できる場合、そのファイルはオフライン利用が可能に設定されていることになりますが、フォルダへのショートカットがオフラインで利用できても、そのフォルダの内容は通常オフライン利用できません。オフライン ファイルとフォルダ リダイレクトの技術を組み合わせることにより、ショートカットとフォルダの両方をオフラインで利用可能にすることができます。
文書の手動キャッシュを使用することによって、ユーザーはオフライン作業時に利用したいファイルを指定することができます。ユーザー文書を収めたフォルダには、文書の自動キャッシュ設定が推奨されます。一度開かれたファイルは自動的にダウンロードされ、ユーザーがオフラインで作業するときに利用できるようになります。新しいファイル、より最近アクセスされたファイルのためのスペースを作るために、ファイルの古いコピーは自動的に削除されます。プログラムの自動キャッシュは、読み取り専用のデータを持つフォルダ、あるいはネットワークから起動するアプリケーションのために使用されます。適正なファイル共有を確保するために、サーバー バージョンのファイルが常に開かれます。
同期マネージャ
オフライン ファイルとフォルダを使用する際、ユーザーは同期マネージャを使用することにより、すべてのネットワーク リソースを同期させることができます。同期マネージャは、リソースの一部あるいは全部を自動的に同期させるよう設定可能です。たとえばユーザーは、ログ オンあるいはログ オフするごとに特定のファイルとフォルダが同期するよう設定することができます。同期マネージャはシステムをスキャンしてあらゆる変更をすばやく見出し、検出した変更リソースを自動的に更新します。変更されたリソースだけを更新することにより、同期プロセスの速度が大幅に向上します。
フォルダ リダイレクトの最適な運用方法
フォルダ リダイレクトの使用から最適な結果を得るには、グループ ポリシーのドキュメントに目を通し、特にグループ ポリシーに関連した実装形態を徹底して計画することが大切です。
Windows 2000 のグループ ポリシーとフォルダ リダイレクトがどのように開発されたかに関する詳細は、 http://www.microsoft.com/windows2000/technologies/management/default.asp の『Windows 2000 Management Services』ページをご覧ください。
組織ですでにホーム ディレクトリを導入している場合を除き、ホーム ディレクトリ オプションにはリダイレクトを使用しない
Windows XP では、ユーザーの My Documents フォルダをそのユーザーのホーム ディレクトリにリダイレクトできます。このオプションは、従来のホーム ディレクトリが導入されており、ユーザーの既存のホーム ディレクトリ環境との互換性を維持したままユーザーを仮想 My Documents フォルダへ移行させたい組織での使用のみを目的としています。管理者は、組織ですでにホーム ディレクトリを導入している場合にのみこのオプションを選択してください。
各ユーザーのフォルダをシステムに作成させる
フォルダ リダイレクトが最適に動作するよう、使用するサーバーにはルート シェアだけを作成し、各ユーザーのフォルダはシステムに作成させます。管理者がユーザーのフォルダを作成する必要がある場合、適切なアクセス権が設定されていることを確認します。
ルート フォルダとリダイレクト フォルダに必要なアクセス権設定
このセクションの各表は、ルート フォルダの作成とユーザー フォルダのリダイレクトに必要なアクセス権を概説しています。
下の表 3 は、ルート フォルダの作成に必要な NTFS アクセス権を示しています。
表 3: ルート フォルダ作成に必要な NTFS アクセス権
	ユーザー アカウント
	フォルダ リダイレクト権限のデフォルト
	必要な最低アクセス権

	Creator Owner
	フル コントロール。このフォルダとサブフォルダ、およびファイルに適用。
	フル コントロール。このフォルダとサブフォルダ、およびファイルに適用。

	ローカル管理者
	フル コントロール。このフォルダとサブフォルダ、およびファイルに適用。
	フル コントロール。このフォルダとサブフォルダ、およびファイルに適用。

	全員
	フル コントロール。このフォルダとサブフォルダ、およびファイルに適用。
	フォルダの一覧/データの読み取り、ファイルの作成/データの書き込み、フォルダの作成/データの追加の各権限。このフォルダにのみ適用。

	ローカル システム
	フル コントロール。このフォルダとサブフォルダ、およびファイルに適用。
	フル コントロール。このフォルダとサブフォルダ、およびファイルに適用。


次の表 4 は、ルート フォルダに必要な共有レベル (サーバー メッセージ ブロック = SMB) 権限を示しています。
表 4: ルート フォルダに必要な共有レベル
	ユーザー アカウント
	フォルダ リダイレクト権限のデフォルト
	必要な最低アクセス権

	全員
	フル コントロール
	データを共有領域に置く必要があるユーザーと合致したセキュリティ グループを使用。


次の表 5 は、リダイレクトされたユーザー フォルダの管理に必要な NTFS アクセス権を示しています。
表 5: NTFS アクセス権
	ユーザー アカウント
	フォルダ リダイレクトのデフォルト
	必要な最低アクセス権

	%username%
	フル コントロール、フォルダの所有者。
	フル コントロール、フォルダの所有者。

	ローカル システム
	フル コントロール
	フル コントロール

	全員
	フォルダのスキャン、属性の読み取り、拡張属性の読み取り、アクセス許可の読み取りの各権限。
	全員 (権限なし)


グループ ポリシー削除時の考慮
グループ ポリシーを削除する場合は、フォルダ リダイレクトのポリシー設定の動作を考慮することが重要です。
管理者は下の図 2 で示すように、選択されたフォルダの [プロパティ] ページで、ポリシー削除オプションを指定します。これはフォルダを右クリックし、[プロパティ] をクリックして呼び出すグループ ポリシー スナップインの、User Configuration\Windows Settings\Folder Redirection ノードからアクセスします。詳しくは、「フォルダ リダイレクトの構成方法」を参照してください。
[image: image4.wmf] 


図 2: フォルダのプロパティ ページでのポリシー削除指定
下の表 6 は、グループ ポリシー オブジェクトが適用されなくなった場合に、リダイレクトされたフォルダとその内容に生じる影響を要約しています。
表 6: リダイレクトされたフォルダのフォルダ プロパティ ページ設定の概要
	[特殊フォルダの内容を新しい場所に移動する] オプションの状態
	[ポリシーの削除] オプションで選択された設定
	ポリシーが削除された場合

	有効
	ポリシーが削除されたとき、フォルダをユーザー プロファイルにリダイレクトする
	· 特殊フォルダはユーザー プロファイル位置に戻る
· フォルダの内容は、ユーザー プロファイル位置にコピーし戻される
· フォルダ内容は、リダイレクト位置から削除されない
· ユーザーはローカル コンピュータでのみ、フォルダ内容へのアクセスを継続できる

	無効
	ポリシーが削除されたとき、フォルダをユーザー プロファイルにリダイレクトする
	· 特殊フォルダはユーザー プロファイル位置に戻る
注意: この場合、フォルダ内容はユーザー プロファイル位置へコピーまたは移動されません。結果として、ユーザーはフォルダ内容を参照できなくなります。

	有効無効を問わず
	ポリシーが削除されたとき、フォルダを新しい場所に残す
	· 特殊フォルダはリダイレクトされた場所に残る
· フォルダ内容もリダイレクトされた場所に残る
· ユーザーはリダイレクトされたフォルダの内容にアクセスを継続できる


重要: リダイレクト オプションを [管理者ポリシーが指定されていません] に変更しても、フォルダはローカル プロファイルにリダイレクトされません。このオプションはフォルダ リダイレクトが設定されていないことを意味します。フォルダが以前にリダイレクトされていた場合は、その従来の場所へのリダイレクトが継続されます。管理者がローカル ユーザー プロファイルへフォルダを戻したい場合、[ローカル ユーザー プロファイルにリダイレクトする] 設定を使用します。
ユーザー データが保管されるサーバー シェア上でオフライン フォルダ設定を使用する
これは特にラップトップ ユーザーのために役立ちます。リダイレクトされたあらゆるタイプのフォルダが、オフライン ファイル機能と結合されることが重要です。
下の表 7 は、オフライン ファイル機能で使用する推奨設定を解説しています。
表 7: オフライン ファイルの推奨設定
	リダイレクト フォルダ
	推奨されるオフライン フォルダ設定

	My Documents
	文書の自動キャッシュ。オフラインで利用可能なファイルとフォルダをユーザーに手動で選択させたい場合は、文書の手動キャッシュ。

	My Pictures
	文書の自動キャッシュ。オフラインで利用可能なファイルとフォルダをユーザーに手動で選択させたい場合は、文書の手動キャッシュ。

	Application Data
	プログラムの自動キャッシュ

	デスクトップ
	デスクトップが読み取り専用の場合、プログラムの自動キャッシュ


グループ ポリシー設定 [ログオフする前にオフライン ファイルをすべて同期する] を常に有効にする
この設定を有効にすることによりオフライン ファイルが完全に同期し、ユーザーがオフラインで作業する際にリダイレクトされたユーザー フォルダのすべてのファイルが利用可能になります。この設定が無効になっていると、システムは簡略同期だけを実行し、結果として最近使用されたファイルだけがキャッシュされます。
My Pictures を My Documents と共に移動させる
ファイル シェアのスケーラビリティ関連などの特にやむを得ない理由がない限り、My Documents フォルダとともに移動するよう My Pictures フォルダを設定することを推奨します。
一般に、フォルダ リダイレクトでは既定の設定を使用する
オフライン ファイルが有効になったサーバーに移動プロファイルを保管している場合、フォルダのリダイレクトによって、ログオンとログオフ時にオフライン ファイルが確実に同期されます。
サーバーの共有領域が利用できないとき、オフライン ファイルはオフライン キャッシュが手動で同期されるまで、サーバー全体が利用不可であると見なします。サーバーが利用できないとオフライン フォルダが見なしている間、移動プロファイルはサーバーと同期されません。オフライン ファイルをフォルダ リダイレクトおよび移動ユーザー プロファイルと併せて使用している場合、最適なパフォーマンスを得るために、ログオフ時にオフライン ファイルを同期するデフォルト設定を変更しないことが推奨されます。
Application Data フォルダをリダイレクトする際、複数インスタンスの Outlook 2000 を開かない
ユーザーが Application Data をリダイレクトしており、Outlook® 2000 メッセージングおよびコラボレーション クライアントの複数インスタンスを異なるマシン上で実行していた場合、電子メールを開こうとしたときにパフォーマンスが低下します。Outlook 2000 は常時 outcmd.dat ファイルを開いたまま保持しています。このファイルには、Outlook ツールバーのカスタマイズ情報 (位置など) が収められています。Outlook のもう一方のインスタンスがこのファイルにアクセスしようとしても、Outlook 2000 の実行インスタンスがロックしているためアクセスできません。Outlook の 2 番目のインスタンスは、outcmd.dat にアクセスしようと何度もトライを重ね、これがメッセージのオープン、返信その他の遅延につながります。
注意: Outlook バージョン 2002 (Office XP に同梱) は、outcmd.dat を開いたままロックしません。この問題は、各マシンのどれかで Outlook 2000 を実行している場合にのみ発生します。
IntelliMirror ユーザー データと設定機能の一般的シナリオ
このセクションでは、IntelliMirror ユーザー データと設定管理機能のいくつかの実用例を示す、サンプル シナリオを提供します。
これらのシナリオは、ユーザーのコンピュータの典型的なライフサイクルを通じたさまざまな使用形態と段階を例に取った、スナップショットを提示します。各シナリオは全体で 1 つのイメージとして捉えることも、またそれぞれが独立したイベントであると見なすこともでき、IntelliMirror がコンピューティング環境の維持にまつわる時間と努力を削減することにより、組織全体にどのように利益をもたらすかを示しています。
ここでは次の各シナリオを解説します。
· 新規雇用者
· ラップトップ ユーザー
· コンピュータの交換
· 共有コンピュータ環境
新規雇用者
最も重要でかつ時間がかかる IT タスクの 1 つに、新しい雇用者のコンピュータ設定があります。このシナリオでは IntelliMirror を使用している組織において、新規雇用者が新しいコンピュータにログ オンすると、デスクトップに文書とショートカットがすでに用意されています。そこには全従業者のための共通ファイル、URL、フォルダへのショートカットが置かれています (従業員ハンドブック、部門共有文書書庫へのショートカット、ユーザーの部門用ガイドラインや手引きへのショートカットなど)。デスクトップ オプション、アプリケーション設定、インターネット設定などはすべて企業標準で構成され、これによりユーザーがヘルプ デスクに電話連絡する必要がある場合にも、ユーザーに与えられた初期構成をサポート スタッフが把握しているという利点が生まれます。
この例では、すべての新しいユーザーのために設定され、新規雇用者がネットワークにログ オンする前に構成された、ユーザー プロファイルが新規雇用ユーザーに与えられます。管理者は企業の標準に沿った表示と動作を持つようコンピュータを設定し、システムのコントロール パネルに組み込まれたユーザー プロファイル
 ユーティリティを使って、ドメイン コントローラの Netlogon シェアにある Default User フォルダへそのユーザー プロファイルをコピーしました。新規雇用者がネットワークに初めてログ オンしたときに、Windows はこのデフォルト プロファイルをローカル コンピュータへコピーし、このプロファイルを新規雇用者のプロファイルのベースとして使用しました。管理者はまた、ユーザーに与えられたデフォルト プロファイルの設定に加えて、この新規ユーザーの文書がネットワーク サーバー上に安全に保管され、定期的にバックアップされるよう、グループ ポリシーを使用してユーザーの My Documents フォルダをネットワーク上の位置にリダイレクトしました。
ラップトップ ユーザー
オフィスで働くラップトップ ユーザーがいくつかの文書を作成し、自分の My Documents フォルダにそれを保存します。文書を保存した後にユーザーはログ オフし、ネットワークからラップトップ コンピュータを引き抜いて家に持って帰ります。ネットワークから離れた自宅で、このユーザーは My Documents に保存した文書の編集を継続することができます。
オフィスに戻ったユーザーがネットワークにログ オンします。ユーザーがオフラインでいくらかの作業を行ったため、My Documents のデータが変更されており、ネットワーク コピーとの同期が実行されていることをユーザーに知らせる、ダイアログ ボックスが表示されます。
このシナリオでは、ユーザーの My Documents フォルダはネットワーク サーバーにリダイレクトされており、各文書はユーザーが意識することなくネットワーク上の位置に保存されています。さらにコンピュータがネットワークから切断されているときにも文書が利用できるよう (ネットワーク フォルダがオフライン利用できるよう設定)、ローカル コンピュータのキャッシュにも保存されています。
このすべてのプロセスはユーザーが意識することなく実行され、ユーザー エクスペリエンスはローカルのハード ディスクに文書を保存するのとなんら変わりありません。
ユーザーがネットワークに再接続すると、IntelliMirror は直ちにリダイレクトされたフォルダのネットワーク位置に再接続を試みます。この再接続時に IntelliMirror は、フォルダのローカル コピーとネットワーク コピー間でデータの違いがあるかどうかを判定します。このシナリオでは、ユーザーがローカル コンピュータ上で文書を変更しました。IntelliMirror はこの変更を認識し、ネットワーク上に保管されたバージョンを更新するようユーザーに促します。
コンピュータの交換
ユーザーが仕事をしているコンピュータが、ある日突然完全なハードウェア障害によって作動しなくなります。ユーザーはサポート ラインに電話連絡し、およそ 20 分後に Windows XP Professional オペレーティング システムをインストールしただけの新しいコンピュータがユーザーに届けられます。テクニカル サポートを待つことなく、ユーザーは新しいコンピュータのプラグを差し込み、ネットワークに接続して起動します。ユーザーはそのコンピュータで企業ネットワークにログ オンでき、置き換えられたコンピュータと同じ外観のデスクトップがユーザーに表示されます。それは同じ配色設定を備え、スクリーンセーバーにはユーザーが選んだ背景画像が現われ、すべてのアプリケーション アイコン、ショートカット、お気に入りが現存しています。そして最重要なこととして、そのユーザーのデータ ファイルのすべてが復元されています。
この災害復旧シナリオにおいて、IntelliMirror は最少のサポートでユーザーのコンピュータを入れ換え、すばやく実行することを支援しています。この例では、ユーザーが移動ユーザー プロファイルを使用するよう設定されていたため、作業環境のコピーがネットワーク サーバー上で安全に保管されていました。新しいコンピュータが届けられると、ユーザーはログ オンすることができ、ユーザーのプロファイルのサーバー コピーが新しいコンピュータへダウンロードされました。管理者はまた、フォルダ リダイレクトを使用して My Documents や Application Data のようなユーザーの重要フォルダをリダイレクトし、ユーザーの文書をサーバーに安全に保管することを確保できました。
共有コンピュータ環境
このシナリオでは、使用するコンピュータが日々入れ替わる部署、たとえばコール センターや IT サポートのような環境でユーザーは働いています。ユーザーはある晩、勤務シフトが終わる遅くまで、重要な文書に取り組んでいました。ユーザーは文書を保存し、コンピュータからログ オフします。翌日仕事に戻る際、このユーザーは前日とは別の、手近な空いているコンピュータにログ オンします。ユーザーがネットワークにログ オンすると、前日のコンピュータと同じ外観と操作感を持つデスクトップが出現します。ユーザーはデスクトップの My Documents フォルダを開き、自分が保存した通りの場所から文書を見つけ出し、前夜からの仕事を続行します。
この例では、ユーザーの作業環境のコピーがネットワークサーバー上に保管されるよう、移動ユーザー プロファイルの使用が設定されていました。ユーザーがコンピュータにログ オンすると、ユーザーの既存の設定、ショートカットおよび文書がローカル コンピュータへコピーされ、ユーザーは元のコンピュータを使用しているのと変わらず作業を継続できました。このシナリオのバリエーションとして、フォルダ リダイレクトと併せた移動プロファイルの使用が挙げられます。この場合、ユーザーはどのコンピュータ上でも同一の作業環境を使用でき、同じ文書にアクセスすることができます。あるコンピュータで加えられた変更は、次回そのユーザーがログ オンする際に、他方のコンピュータと同期されます。
まとめ
サーバーとクライアントの両方で IntelliMirror を使用することによって、管理者はユーザー データと設定を保護し管理することができます。回復不可能なデータは、ローカルなワークステーションからバックアップと中央制御が容易なサーバーへコピーすることができます。個人化されたデータ、アプリケーション、および設定は、ネットワークを通してユーザーと共に、別のコンピュータへ移動します。管理者は故障したコンピュータを容易に置き換え、新しいコンピュータにユーザー データと設定のすべてを復元することができます。
完全導入された IntelliMirror は、Active Directory とグループ ポリシーを使用して、ユーザーのデスクトップをポリシー ベースで管理します。Windows XP または Windows 2000 Professional のデスクトップはユーザーの職務、グループ メンバシップ、および勤務地点による特定の要件を満たすよう、自動構成することができます。IntelliMirror には、グループ ポリシーと Active Directory を必要としない機能も備えられています。それらの機能のいくつかはローカル レベルで、あるいはローカル ポリシーを通じて設定することができます。あらゆる組織がそのニーズに従って、IntelliMirror の利用形態を調整することが可能です。IntelliMirror の使用を組織で計画する際は、どの機能が必要かを慎重に評価してから、必要な技術を実装します。
この記事では、ユーザー データと設定管理の核となる 2 つの要素、ユーザー プロファイルとフォルダ リダイレクトについて説明しました。また、これらの機能のアーキテクチャ概要と、サンプル シナリオも提供しました。
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	このポリシーにより管理者は、Windows NT 4.0 と同じ動作を選択し、管理者グループにユーザーのプロファイル ディレクトリに対するフル コントロールを与えることができます。

	Prevent Roaming Profile Changes From Propagating to the server

(Windows XP で新規追加)
	Computer Configuration\Administrative Templates\System\ User Profiles
	このポリシーは、ユーザーが移動プロファイルに加えた変更を、プロファイルのサーバー コピーにマージするかどうかを決定します。このポリシーが設定されている場合、ユーザーはログイン時に移動プロファイルを受信しますが、ユーザーがプロファイルに加えた変更はログオフ時に移動プロファイルへマージされません。

	Only allow local profiles
(Windows XP で新規追加)
	Computer Configuration\Administrative Templates\System\ User Profiles
	この設定は、特定コンピュータで移動ユーザー プロファイルが利用可能かどうかを決定します。デフォルトでは、移動プロファイル ユーザーがあるコンピュータにログ オンすると、そのユーザーの移動プロファイルがローカル コンピュータにコピーされます。このポリシーを使用して管理者は、移動プロファイルを使用するよう設定されたユーザーが、特定コンピュータ上では移動プロファイルを受信しないよう設定することができます。


移動ユーザー プロファイルのためのグループ ポリシー設定 (続き)
	ポリシー名
	グループ ポリシー スナップインの場所
	説明

	低速リンクが検出された場合ユーザーに通知する
	Computer Configuration\Administrative Templates\System\ User Profiles
	移動プロファイルのロードが低速な場合にユーザーに通知し、ローカル コピーを使用するか移動ユーザー プロファイルを待つかをユーザーに決定させる。
ユーザーがこのポリシーを無効にするか設定しなかった場合、移動ユーザー プロファイルのロードが低速な場合にもシステムはユーザーに通知せず、プロファイルのローカル コピーをロードします。[リモート ユーザー プロファイルの読み込みを待つ] ポリシーを有効にしている場合、システムはユーザーに促すことなくリモート コピーをロードします。

	ユーザー プロファイルのアンロードと更新の試行回数の上限
	Computer Configuration\Administrative Templates\System\ User Profiles
	(Windows 2000 のみ) システムがユーザー プロファイルのレジストリ部分をアンロードして更新する際、何回試行するかを決定する。このポリシーで指定した試行回数を超えると、システムは試行を中止します。その結果、ユーザー プロファイルは現在のものではなくなる可能性があり、ローカル プロファイルと移動ユーザー プロファイルが一致しなくなる場合があります。

	低速回線接続を検出しない
	Computer Configuration\Administrative Templates\System\ User Profiles
	低速リンク検出機能を無効にする。
低速リンク検出機能は、ユーザーのコンピュータと、移動ユーザー プロファイルを保管するリモート サーバー間の速度を計測します。システムが低速なリンクを検出すると、このフォルダの関連ポリシーがシステムの対応方法を指示します。

	リモート ユーザー プロファイルの読み込みを待つ
	Computer Configuration\Administrative Templates\System\ User Profiles
	ロードが低速なときでも、移動ユーザー プロファイルのリモート コピーがロードするのを待つようシステムに指示する。低速接続についての通知がユーザーに示され、規定時間内に応答がない場合、システムはリモート コピーのロードを待ちます。


移動ユーザー プロファイルのためのグループ ポリシー設定 (続き)
	ポリシー名
	グループ ポリシー スナップインの場所
	説明

	ダイアログ ボックスのタイムアウト
	Computer Configuration\Administrative Templates\System\ User Profiles
	システムが既定値を適用する前に、どれだけの時間ユーザーの応答を待つかを決定する。以下のイベントが発生したことを知らせるメッセージにユーザーが応答しない場合、既定値が使用されます。
· システムがユーザーのコンピュータと移動ユーザー プロファイルを保管するサーバー間で低速な接続を検出した場合
· ユーザーがログ オン、ログ オフする際に、システムがサーバー ベースのユーザー プロファイルにアクセスできない場合
· ユーザーのローカル プロファイルがサーバー ベースのプロファイルよりも新しい場合


関連リンク

Windows 2000 Server で変更と設定管理の各種機能がどのように導入されたかに関する詳細は、以下の各  Windows 2000 リソースを参照してください。
· Windows 2000 Management Services : (http://www.microsoft.com/windows2000/technologies/management/default.asp)
· Step-by-Step Guide to User Data and User Settings : (http://www.microsoft.com/windows2000/library/planning/management/userdata.asp)
· Step-by-Step Guide to Understanding the Group Policy Feature Set : (http://www.microsoft.com/windows2000/library/planning/management/groupsteps.asp)
Windows XP の最新情報は、当社の Windows XP Web サイトからご覧ください: http://www.microsoft.com/windowsxp
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� ユーザー プロファイル ユーティリティにアクセスするには、[スタート] をクリックし、[設定] をポイントしてから [コントロール パネル] - [システム] と選択し、[システムのプロパティ] ダイアログ ボックスから [ユーザー プロファイル] タブを選択します。
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